
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
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３
月
１１
日
㈮
の
地
震
か
ら

１３
日
過
ぎ
た
２４
日
朝
２
時
３０

分
過
ぎ
、
私
と
間
さ
ん
（
㈲

あ
い
だ　

間
一
彰
）
と
２
人

で
３
月
と
は
思
え
な
い
車
の

窓
が
凍
る
朝
、
１
，
０
０
０

人
分
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ホ

ッ
カ
イ
ロ
、
野
菜
、
米
、
他

約
８
０
０
キ
ロ
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
善
意
の
送
り
物
を
積

ん
で
、
陸
前
高
田
、
気
仙
沼
、

石
巻
を
訪
ね
、
学
校
や
寺
、

避
難
ア
パ
ー
ト
等
６
ヶ
所
を

訪
ね
た
。
走
行
９
０
０
キ
ロ

２０
時
間
の
旅
、
避
難
所
の
皆

さ
ん
に
は
、
大
変
喜
ば
れ
た
。

私
達
は
寒
々
と
し
た
白
い
月

に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
高
速

道
を
一
路
北
へ
向
か
う
。
秋

葉
警
察
署
は
敏
速
に
特
別
許

可
証
を
出
し
て
く
れ
た
。
東

北
道
は
マ
イ
ナ
ス
６
度
だ
っ

た
、
安
達
太
良
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
は
約
５０
台
の
静
岡
県

消
防
団
の
消
防
車
が
赤
ラ
ン

プ
を
点
滅
駐
車
し
て
い
た
。

異
様
な
雰
囲
気
と
力
強
さ
、

ま
さ
に
こ
こ
は
戦
場
の
入
口

だ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を

出
る
と
東
の
空
が
異
様
な
赤

い
朝
焼
け
、
福
島
第
一
原
発

の
方
だ
。
原
発
の
無
事
を
祈

る
。
仙
台
辺
り
の
村
や
町
は

見
た
所
何
事
も
な
か
っ
た
様

な
平
和
な
朝
に
見
え
た
。
田

ん
ぼ
の
底
が
白
く
霜
が
降
り

て
い
た
。
今
朝
６
時
か
ら
一

般
車
両
も
通
行
可
能
と
の
事

だ
っ
た
。
７
時
過
ぎ
一
ノ
関

で
高
速
を
下
り
る
。
一
ノ
関

２
０
１
１
年
３
月
２４
日

常
議
員　

遠
山　

悦
男

は
思
っ
た
よ
り
大
き
な
町
だ

っ
た
。
幸
い
町
は
見
た
と
こ

ろ
地
震
の
被
害
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
た
だ
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
前
は
朝
５
時
頃

か
ら
車
が
給
油
の
た
め
に
並

ぶ
。
８
時
開
店
１
キ
ロ
〜
２

キ
ロ
何
処
ま
で
も
車
が
つ
な

が
っ
て
い
て
私
は
驚
い
た
。

気
仙
沼
ま
で
道
は
何
事
も
な

か
っ
た
。
し
か
も
道
路
工
事

も
無
く
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
墓
の

倒
壊
も
な
か
っ
た
。
気
仙
沼

の
町
に
７
時
に
入
る
。
町
は

何
事
も
な
か
っ
た
様
に
見
え

た
。
市
役
所
総
務
課
を
訪
ね

る
と
赤
川
課
長
が
対
応
し
て

く
れ
た
。
役
所
は
戦
場
の
様

に
大
変
だ
っ
た
。
尋
ね
人
互

い
の
安
否
を
探
す
紙
が
壁
一

面
に
張
っ
て
あ
っ
た
。
幸
い

水
道
は
出
て
い
た
。
避
難
所

へ
は
案
内
し
て
く
れ
る
事
に

な
っ
た
。
市
役
所
は
高
台
に

あ
っ
た
。
坂
を
下
り
た
所
、

道
か
ら
１
．
５
メ
ー
ト
ル
位

の
所
ま
で
水
が
来
た
そ
う
だ
。

私
は
こ
こ
に
何
か
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
作
る
と
良
い
と
話
す

と
彼
は
市
長
に
後
で
話
す
と

い
っ
た
。
私
の
お
願
い
で
私

の
弟
、
勇
が
知
っ
て
い
る
気

仙
沼
三
菱
千
田
社
長
を
最
初

に
訪
ね
る
。
大
変
大
き
な
会

社
だ
っ
た
。
本
社
は
浸
水
１

メ
ー
ト
ル
位
建
物
等
は
大
丈

夫
だ
が
電
気
水
道
ガ
ス
は
駄

目
、
会
社
は
大
騒
ぎ
だ
っ
た
。

三
カ
所
あ
る
店
の
う
ち
二
店

舗
流
さ
れ
た
。
し
か
し
社
長

は
こ
ん
な
事
で
は
負
け
ら
れ

な
い
と
大
変
元
気
で
あ
っ
た
。

驚
い
た
こ
と
に
千
田
さ
ん
と

私
は
同
年
１
ヶ
月
早
い
昭
和

１３
年
１
月
生
ま
れ
だ
っ
た
。

お
互
い
に
頑
張
ろ
う
と
励
ま

し
て
別
れ
る
。
私
は
普
談
寺

か
ら
預
か
っ
た
米
１０
キ
ロ
送

る
、
喜
ば
れ
た
。

　

私
達
は
河
口
か
ら
６
〜
７

キ
ロ
上
流
の
浄
念
寺
を
訪
ね

る
。
新
し
い
寺
だ
っ
た
。
５０
、

６０
人
の
年
配
の
人
た
ち
が
い

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
、
感

じ
の
良
い
女
性
が
何
人
か
で

迎
え
て
く
れ
た
。
１
０
０
人

分
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ホ
ッ

カ
イ
ロ
を
送
る
。
隣
の
公
民

館
に
も
送
る
。
今
日
は
天
気

は
良
く
な
り
大
変
暖
か
く
な

り
１３
度
位
ま
で
気
温
が
上
が

る
。
そ
の
後
大
き
な
ア
パ
ー

ト
を
訪
ね
る
。
そ
こ
に
は
湯

布
院
か
ら
来
た
自
衛
隊
の
皆

さ
ん
が
い
た
。
感
じ
の
良
い

隊
員
で
あ
っ
た
。

　

川
を
下
り
岬
の
方
へ
向
か

う
細
い
ガ
レ
キ
の
道
を
通
る
。

車
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
様
に
あ

っ
ち
、
こ
っ
ち
に
遭
難
し
て

い
た
。
３
０
０
ト
ン
も
あ
る

大
き
な
遠
洋
マ
グ
ロ
船
が
川

岸
に
乗
り
上
が
っ
て
い
た
。

よ
く
こ
ん
な
山
の
方
ま
で
流

さ
れ
て
き
た
、
驚
き
た
ま
げ

た
。

　

更
に
下
る
こ
の
辺
り
は
１１

日
の
夜
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

た
火
災
の
場
所
だ
。
大
き
な

船
が
丸
焼
け
だ
っ
た
。
辺
り

は
家
の
ガ
レ
キ
と
焼
け
跡
ば

か
り
、
湾
の
向
こ
う
に
町
の

中
心
地
が
よ
く
見
え
る
場
所

だ
。
高
台
に
あ
る
、
気
仙
沼

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
が
良
く
見
え

る
。
２
年
半
前
私
は
結
の
同

級
生
夫
婦
と
一
晩
泊
ま
り
カ

ニ
食
べ
放
題
の
旅
だ
っ
た
。

港
に
は
３
０
０
ト
ン
〜
４
０

０
ト
ン
、
マ
グ
ロ
船
が
３０
艘

も
並
ん
で
い
た
。
と
て
も
静

か
な
場
所
で
あ
っ
た
。
魚
市

場
も
大
変
な
人
出
で
あ
っ
た
。

皆
さ
ん
大
丈
夫
だ
っ
た
か
な

ぁ
。

　

私
達
は
岬
の
浦
島
小
学
校

に
向
か
う
。
大
変
良
い
名
前

の
学
校
だ
。
途
中
の
道
は
細

く
曲
が
り
く
ね
り
海
岸
と
山

の
間
は
５０
メ
ー
ト
ル
〜
２
０

０
メ
ー
ト
ル
狭
い
土
地
に
、

魚
市
場
、
魚
加
工
工
場
、
住

宅
、
魚
港
様
々
な
建
物
が
跡

形
も
無
い
程
壊
れ
焼
け
て
い

た
。

　

で
も
、
私
の
見
た
所
地
震

で
壊
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
や
建
物

は
見
え
な
か
っ
た
。
全
部
津

波
の
被
害
の
様
で
あ
る
。
坂

を
上
る
と
丘
の
上
に
浦
島
小

学
校
が
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
海

の
映
画
に
出
て
き
そ
う
な
風

景
が
広
が
る
。
今
日
は
卒
業

式
全
員
体
育
館
に
い
た
。
留

守
番
の
３
人
に
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
渡
す
。
１９
歳
位
の
男
の

若
者
に
元
気
を
出
せ
俺
と
相

撲
取
る
か
と
声
を
掛
け
た
。

に
っ
こ
り
笑
う
。
大
男
で
良

い
顔
を
し
て
い
た
。

　

卒
業
式
で
は
み
の
も
ん
た

の
朝
ズ
バ
の
テ
レ
ビ
撮
影
が

行
わ
れ
て
い
た
。
校
長
が
延

々
と
大
き
な
声
で
わ
か
る
様

な
、
わ
か
ら
な
い
話
を
し
て

い
た
。
生
徒
３９
人
全
員
無
事

だ
っ
た
そ
う
だ
。
下
の
村
で

は
５５
軒
の
内
５０
軒
流
さ
れ
た
。

し
か
し
、
何
人
不
明
に
な
っ

た
か
聞
け
な
か
っ
た
。

　

帰
り
に
市
役
所
の
案
内
人

に
み
ん
な
で
食
べ
ろ
と
１
０

０
人
分
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

渡
す
。
最
初
女
性
か
と
思
っ

た
が
マ
ス
ク
を
外
す
と
凄
い

髭
顔
だ
っ
た
。
い
や
驚
い
た
。

ど
う
し
て
も
陸
前
高
田
に
行

き
た
く
て
車
を
走
ら
せ
る
。

海
岸
道
路
を
２０
キ
ロ
程
だ
。

途
中
の
海
岸
の
村
、
村
、
は

壊
滅
的
だ
っ
た
。
家
、
家
族
、

車
、
船
、
思
い
出
、
を
失
っ

た
人
々
に
声
も
掛
け
ら
れ
な

い
状
態
だ
っ
た
。
余
り
に
も

美
し
い
海
岸
が
悲
し
い
。
神

社
の
真
ん
中
に
車
が
引
っ
か

か
っ
て
い
た
。
陸
前
高
田
の

入
口
で
菅
野
さ
ん
と
い
う
人

が
１
人
で
後
片
付
け
を
し
て

い
た
。
話
を
聞
く
と
こ
の
辺

り
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。
流
さ

れ
た
家
や
車
で
埋
ま
り
自
分

の
家
は
何
処
に
流
さ
れ
た
か

わ
か
ら
な
い
と
話
す
。
突
然

海
の
方
が
盛
り
上
が
り
凄
い

波
が
見
え
た
。
家
族
み
ん
な

で
裏
山
の
山
へ
駆
け
上
が
り

助
か
る
。
凄
い
急
な
杉
林
の

斜
面
だ
っ
た
。
杉
の
木
２０
メ

ー
ト
ル
位
の
所
に
浮
き
玉
が

下
が
っ
て
い
た
。
菅
野
さ
ん

に
村
の
人
皆
さ
ん
と
食
べ
て

と
１
０
０
人
分
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
渡
す
。
菅
野
さ
ん
の

家
は
６
０
０
年
も
こ
こ
で
住

む
歴
史
あ
る
農
家
だ
そ
う
だ
。

　

橋
が
２
本
流
さ
れ
て
い
た
。

上
流
の
橋
を
渡
り
陸
前
高
田

の
町
に
入
る
。
町
は
考
え
ら

れ
な
い
程
の
ガ
レ
キ
と
車
の

山
、
人
影
も
無
い
ゴ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
だ
。
永
い
歴
史
の
町

が
一
瞬
に
消
え
た
。

　

陸
前
高
田
に
あ
っ
た
７
万

本
の
海
岸
の
松
の
木
が
１
本

残
し
て
全
部
流
さ
れ
た
そ
う

だ
。
凄
い
津
波
が
町
を
襲
う
。

未
だ
陸
前
高
田
で
は
何
千
人

も
の
人
が
行
方
不
明
で
あ
る
。

悲
惨
な
事
だ
。

　

陸
前
高
田
か
ら
山
の
道
、

国
道
４
５
６
号
線
を
走
り
登

米
市
を
通
り
三
陸
自
動
車
道

を
約
２
時
間
走
り
、
４
時
北

上
川
を
渡
り
石
巻
市
へ
入
る
。

石
巻
は
大
き
な
町
だ
。
夕
方
、

外
環
状
を
走
る
車
も
多
く
渋

滞
し
て
い
た
。
私
達
は
間
さ

ん
の
知
り
合
い
の
水
産
加
工

会
社
社
長
を
訪
れ
る
。
間
さ

ん
は
１７
日
に
も
来
て
い
る
。

（
そ
の
時
女
房
は
ラ
ー
メ
ン

等
を
間
さ
ん
に
託
す
）
途
中

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
港
の
方
に

向
か
う
物
凄
い
魚
の
異
臭
が

す
る
。
家
々
は
そ
ん
な
に
壊

れ
て
い
な
い
が
、
流
さ
れ
て

き
た
ガ
レ
キ
と
車
、
凄
い
状

態
だ
。
社
長
は
温
厚
な
素
晴

ら
し
い
人
だ
っ
た
。
従
業
員

３０
人
は
社
長
の
早
い
判
断
で

全
員
無
事
だ
っ
た
そ
う
だ
。

退
社
が
５
分
遅
れ
た
ら
犠
牲

者
が
出
て
い
た
可
能
性
が
高

か
っ
た
。
運
も
あ
る
が
ト
ッ

プ
の
決
断
の
速
さ
が
社
員
の

命
を
救
っ
た
。
で
も
７
〜
８

の
人
が
家
を
流
さ
れ
た
そ
う

だ
。
社
長
は
養
魚
場
イ
カ
ダ

船
、
年
配
の
魚
民
に
船
が
買

え
る
の
か
？
そ
の
後
海
産
物

の
入
荷
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
よ
り
一
番
心
配
な
事
は
放

射
能
汚
染
と
言
っ
た
。

　

石
巻
市
立
万
石
浦
中
学
を

訪
ね
る
。
約
４
０
０
人
の
被

災
者
が
い
た
。
４
時
を
過
ぎ

寒
く
な
っ
た
。
校
庭
に
紅
梅

白
梅
が
並
ん
で
悲
し
く
咲
い

て
い
た
。
１０
人
程
の
人
が
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。
最
初
小

学
生
と
６５
歳
以
上
の
人
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
と
放
送
を
す

る
。
温
か
い
ご
飯
は
久
し
ぶ

り
大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。

子
供
も
大
人
も
大
変
喜
ん
で

く
れ
た
。
私
が
社
長
の
家
へ

送
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
１
０

０
人
分
を
足
り
な
い
と
社
長

は
家
に
取
り
に
行
き
持
っ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
大
人
、
中

学
生
も
と
放
送
で
大
変
な
騒

ぎ
に
な
る
。
本
当
に
来
た
か

い
が
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
も
気
持
ち
の
良

い
人
ば
か
り
だ
っ
た
。
特
に

私
が
驚
い
た
人
は
阿
部
さ
ん

と
い
う
市
会
議
員
だ
っ
た
。

人
の
倍
も
働
き
笑
顔
と
気
配

り
の
凄
い
人
だ
っ
た
。
帰
る

時
走
っ
て
校
門
ま
で
送
り
に

来
た
。
し
か
も
案
内
人
を
石

巻
の
郊
外
ま
で
付
け
て
く
れ

た
。
石
巻
の
町
は
暗
く
寒
く

な
っ
た
。
車
の
中
で
間
さ
ん

と
２
人
疲
れ
た
が
２
人
の
顔

は
満
足
度
１
２
０
％
。
今
日

一
日
様
々
な
人
に
出
会
っ
た
。

私
も
後
ど
れ
位
生
き
る
の
か

分
か
ら
な
い
が
、
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
一
日
に
な
っ
た
。

人
の
一
生
な
ん
て
運
で
変
わ

る
、
儚
い
も
の
だ
。

　

五
泉
に
着
く
と
凄
い
雪
が

降
っ
て
い
た
。
家
に
１１
時
に

着
く
。
今
日
一
日
約
２０
時
間

走
行
約
９
０
０
キ
ロ
、
７３
歳

の
爺
、
私
も
ま
だ
頑
張
れ
る

し
頑
張
り
ま
す
。
国
道
４
０

３
号
線
菜
の
花
、
今
年
は
遅

い
が
間
も
な
く
満
開
に
な
る
。

沢
山
の
人
の
心
を
癒
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

＊
間
さ
ん
は
今
回
の
他
、
相

馬
、
二
本
松
、
石
巻
等
５
回

新
津
の
皆
さ
ん
の
心
温
か
い

支
援
受
け
、
又
従
業
員
一
同

の
支
援
を
得
て
実
行
さ
れ
ま

し
た
。
間
さ
ん
家
族
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
。

カレーに並ぶ人達４００人に配る。（気仙沼石巻市万石浦中学）

カレーに喜んでお礼を言う５・６年生の子供達、
いや本当に来てよかった。（石巻市）

【
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
見
舞
ル
ポ
】

東
日
本
大
震
災
、
気
仙
沼
、
陸
前
高
田
、
石
巻

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
１
，
０
０
０
人
２
人
旅


